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キッズサイト「みんなの県議会」…県議会の仕組みなどを分かりやすく説明しています。

本会議の傍聴や委員会の視聴、議場の団体見学に関する情報は県議会ホームページをご覧ください。

　

議
員
研
修
会
が
、７
月
19
日
及
び 

10
月
18
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
の
研
修
会
で
は
時
事
通
信
社

解
説
委
員
の
武
部 

隆
氏
か
ら
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
、10
月
の
研
修
会
で
は

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
総

長
の
髙
原 

剛
氏
か
ら
人
口
減
少
時
代

の
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

講
演
が
行
わ
れ
、講
演
後
に
は
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

巻
頭
写
真
撮
影
の

巻
頭
写
真
撮
影
の

高
校
生
に
感
謝
状
を
贈
呈

高
校
生
に
感
謝
状
を
贈
呈

●
議
員
研
修
会

●
議
員
研
修
会

　

本
紙
の
巻
頭
写
真
を
撮
影
し

た
、県
立
広
島
国
泰
寺
高
等
学
校

の
石
井
万
莉
菜
さ
ん
に
、伊
藤
英
治

広
報
委
員
長
が
議
長
か
ら
の
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、写
真
部
の
活
動
や
写

真
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当

た
り
、県
が
率
先
し
て
取
組

を
進
め
る
ほ
か
、利
便
性
向

上
や
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る

よ
う
、市
町
を
支
援
さ
れ
た

い
。ま
た
、民
間
事
業
者
の

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、地
域
ご

と
の
特
色
等
を
踏
ま
え
た

取
組
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

各
市
町
と
も
連
携
を
図
り
、

後
押
し
さ
れ
た
い
。

芸
備
線
再
構
築
協
議
会

は
、今
後
全
国
の
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
の
存
続
と
自
治
体

の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な

協
議
会
で
あ
り
、鉄
路
存
続

に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
の
責
任
を

踏
ま
え
、沿
線
自
治
体
の
協

力
の
下
、鉄
道
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
前
向
き
に

検
討
し
、鉄
道
の
在
り
方
を

議
論
さ
れ
た
い
。

新
病
院
の
整
備
に
向
け

て
、他
の
地
域
医
療
支
援
病

院
と
も
機
能
分
担
・
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、想
定
さ
れ

る
渋
滞
対
策
や
建
築
費
の

見
込
み
、県
立
広
島
病
院
の

跡
地
活
用
等
に
つ
い
て
具

体
的
に
説
明
し
、県
民
の
不

安
を
払
拭
さ
れ
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
推
進

事
業
で
は
、伴
走
支
援
や
優

良
事
例
の
共
有
等
を
通
じ

て
中
小
企
業
の
取
組
を
推

進
さ
れ
た
い
。ま
た
、家
庭

に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策
は
、

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
の

普
及
に
向
け
、防
災
上
の
利

点
も
含
め
て
複
合
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、フ
ロ
ン

類
の
回
収
率
向
上
に
も
取

り
組
ま
れ
た
い
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
当
た
り
、機
器
の
導
入
経

費
等
も
考
慮
し
、農
業
者
の

利
益
向
上
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、地
理
的
条
件
等
が

近
い
他
県
と
連
携
し
た
技

術
開
発
や
、ス
マ
ー
ト
農
業

新
法
に
基
づ
く
施
策
の
活

用
に
よ
り
、農
業
法
人
等
へ

の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
を
促
進
さ
れ
た
い
。

瀬
戸
内
海
の
水
産
資
源

や
漁
獲
量
の
回
復
に
向
け

て
、栄
養
塩
類
対
策
や
海
底

耕
う
ん
等
に
係
る
予
算
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、「
お

い
し
い
！
広
島
」の
取
組
を

通
じ
た
瀬
戸
内
観
光
の
魅

力
で
あ
る
水
産
資
源
の
情

報
発
信
に
も
努
め
ら
れ
た

い
。能

登
半
島
地
震
で
の
建

築
物
の
倒
壊
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
踏
ま
え
、耐
震
化

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、耐

震
補
強
の
方
法
や
費
用
を

検
討
す
る
上
で
必
要
な
耐

震
診
断
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、耐
震
化
に
係
る
所

有
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

補
助
制
度
の
拡
充
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
増
加

す
る
空
き
家
等
を
区
画
再

編
し
、市
場
性
の
あ
る
ス

ト
ッ
ク
を
生
み
出
す
広
島

型
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
に

つ
い
て
、行
政
に
加
え
、民

間
事
業
者
等
と
連
携
し
、モ

デ
ル
地
区
に
お
け
る
課
題

を
し
っ
か
り
検
証
し
た
上

で
、事
業
ス
キ
ー
ム
の
確
立

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
た

い
。公

立
中
学
校
の
運
動
部

活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移

行
に
向
け
て
、地
域
の
実
情

に
応
じ
た
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、市
町

と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
等
の
理
解
促
進
を

図
る
た
め
、積
極
的
な
情
報

発
信
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
当
た
り
、子
供
た

ち
が
学
び
の
楽
し
さ
を
実

感
し
個
性
や
能
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
、多
様

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

柔
軟
で
質
の
高
い
学
び
の

実
現
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、進
路
実
現
に
向
け
て
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
連
携

を
図
る
な
ど
、教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ひ
ろ
し
ま
サ
ン
ド
ボ
ッ

ク
ス
事
業
で
は
、新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
支
援
だ
け
で

な
く
、既
存
事
業
者
の
事
業

再
構
築
な
ど
稼
ぐ
力
を
高

め
る
こ
と
で
、県
経
済
の
好

循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
、一

層
取
組
を
進
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、中
小
企
業
等
が
抱
え

る
課
題
を
共
有
し
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
参
画
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
も

検
討
さ
れ
た
い
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の

警
備
で
得
ら
れ
た
知
見
を

確
実
に
未
来
へ
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、一
般
市
民
を
巻

き
込
む
テ
ロ
の
脅
威
が
蔓

延
す
る
世
界
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
も
、力
強
く
県
民
の

安
全
・
安
心
を
継
続
的
に
確

保
さ
れ
た
い
。ま
た
、特
殊

詐
欺
や
新
た
な
犯
罪
へ
の

不
安
が
身
近
に
な
る
中
、被

害
防
止
に
向
け
た
取
組
を

強
力
に
進
め
ら
れ
た
い
。

　

９
月
25
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
は
、９
月
定
例
会
で
付

託
さ
れ
た「
令
和
５
年
度
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」並
び
に「
令
和

５
年
度
広
島
県
公
営
企
業
決
算
認
定
」に
つ
い
て
、審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

９
月
30
日
に
は
代
表
監
査
委
員
か
ら「
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
審
査

意
見
書
」等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
、10
月
11
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

７
回
に
わ
た
り
部
局
別
審
査
が
行
わ
れ
た
後
、11
月
25
日
に
は
知
事
の

出
席
の
も
と
で
総
括
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
、12
月
17
日
の
本
会
議
で
、そ
の
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

※各区分の計数は四捨五入しているため、金額が一致しない場合があります。

主
な
質
問
事
項

企業会計決算の状況 （単位：百万円）
区分 収入（総収益）支出（総費用） 純利益

病院事業会計 27,116 28,506 △ 1,391
土地造成事業会計 5,934 4,140 1,794
流域下水道事業会計 9,119 9,062 57

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
状
況

（
審
査
の
模
様
は
、県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

一般会計・特別会計決算の状況 （単位：百万円）
区分 一般会計 特別会計 合計

歳入額 1,163,023 560,320 1,723,343
歳出額 1,147,740 550,685 1,698,425
歳入歳出差引額（A） 15,283 9,635 24,918
翌年度へ繰り越すべき財源（B） 10,375 447 10,822
実質収支額（C）＝（A）－（B） 4,908 9,189 14,097
前年度実質収支額（D） 9,409 12,309 21,718
単年度収支額（E）＝（C）－（D） △ 4,501 △ 3,120 △ 7,621

●�

税
制
改
正
に
伴
う
安
定
的
な

地
方
財
源
の
確
保
等
を
求
め

る
意
見
書

●�
中
小
企
業
等
の
人
手
不
足
対

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

可
決
さ
れ
た
意
見
書

可
決
さ
れ
た
意
見
書

（（
1212
月月
1717
日
議
決
）

日
議
決
）

　

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
か
ら
、

次
の
議
員
が
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
者

（
議
長
在
職
５
年
以
上
）

中
本 

隆
志（
広
島
市
南
区
／
自
民
議
連
）

25
年
表
彰

松
岡 

宏
道（
福
山
市
／
自
民
議
連
）

中
原 

好
治（
広
島
市
南
区
／
民
主
県
政
会
）

15
年
表
彰

福
知 

基
弘（
広
島
市
西
区
／
民
主
県
政
会
）

窪
田 

泰
久（
広
島
市
南
区
／
自
民
議
連
）

45
年
表
彰

檜
山 

俊
宏（
広
島
市
安
芸
区
／
自
民
会
）

10月18日 7月19日

委員名簿
16人

委 員 長	 福知基弘
副委員長	 出原昌直
副委員長	 林 大蔵
委　　員	 東 保幸
委　　員	 尾熊良一
委　　員	 三好良治
委　　員	 石津正啓
委　　員	 高田 稔
委　　員	 竹原 哲
委　　員	 山木 茂
委　　員	 柿本忠則
委　　員	 灰岡香奈
委　　員	 本長糧太
委　　員	 富永やよい
委　　員	 岡野斉也
委　　員	 八幡原 圭

表 

彰

自
治
功
労
者
表
彰


